
乳癌　 

乳癌   ハラヴェン療法　　患者プロトコール

デキサート注　6.6mg/2mL

mg

　【ハラヴェン】

　◆末梢神経障害：手のしびれ、刺痛、焼けるような痛みが出現することがある。

　◆生理食塩液に溶解し、0.02ｍｇ/ｍL未満の濃度に希釈しない。

<減量基準>

　◆ハラヴェン　前サイクルにおいて下記の副作用が発現した場合の減量の目安

　　　　　　　Grade 3以上の発熱性好中球減少

　　　　　　　Grade 3以上の好中球減少

　　　　　　　Grade 4の血小板減少

　　　　　　　Grade 3以上の非血液毒性

　　　　　　　サイクル内8日目の投与をスキップした場合

　◆ハラヴェン　腎障害時の減量の目安

時間 《開始時基準　PS：0～2　75歳以下》
投与量

投与

Day 1,8
30分
点滴

投与プロトコール 1コース 21日間　制限なし

プレメディ
グラニセトロン注ﾊﾞｯｸﾞ　3mg/100mL 1袋

50mL

0.7mg/㎡

0.7mg/㎡ 投与中止を考慮

①
全開
点滴

＜使用上の注意点＞

Ccr（mL/min） ＜30

使用経験なし

＞50 30～50

1.4mg/㎡ 1.1mg/㎡

減量前の投与量 減量後の投与量

1.4mg/㎡ 1.1mg/㎡

1.1mg/㎡

催吐リスク

中等度

250mL Day 1,8

投与日

1時間

生理食塩液
Day 1,8

ルートKeep 生理食塩液

備考

1V

ハラヴェン      1.4mg/㎡

 千早病院


